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冒
頭
、
司
会
の
原
子
書
記
長

は
、
「
本
日
８
月
22
日
、
今
朝

の
総
員
点
呼
で
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
Ｔ
Ｋ
Ｋ
社
員
の
大
友
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
２
年
と
な
っ
た
。

私
た
ち
も
労
働
組
合
と
し
て

の
立
場
で
、
会
社
の
安
全
計
画

を
含
め
た
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
開
催
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
主
催
者
を
代
表
し

庄
司
委
員
長
は
「
Ｔ
Ｋ
Ｋ
社
員

の
労
災
死
亡
事
故
か
ら
二
年
、

三
回
忌
を
む
か
え
た
。
私
た
ち

は
、
改
め
て
心
に
安
全
と
い
う

も
の
を
刻
ん
で
私
た
ち
の
運
動

に
邁
進
し
て
い
く
事
を
改
め
て

お
願
い
し
た
い
」
と
改
め
て
安

全
問
題
に
つ
い
て
挨
拶
の
中
で

提
起
を
行
い
ま
し
た
。

本
部
・
小
池
業
務
部
長
は
講

演
の
中
で
、
「
職
場
を
１
時
間

く
ら
い
見
学
し
、
大
変
珍
し
い

試
験
車
等
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。
」
「
本
日
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｋ
社

員
が
死
亡
し
た
日
と
い
う
事
で

献
花
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
改

め
て
、
安
全
の
取
り
組
み
を
し
っ

か
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
決

意
を
新
た
に
し
た
。
」
と
報
告

し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
習
会
に
は
多
く
の
組

合
員
が
参
加
し
、
安
全
を
守
る

事
の
意
思
統
一
を
行
い
、
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
の
深
刻
さ
を
を
学

び
あ
い
ま
し
た
。

集
会
当
日
の
昼
休
み
に
、
国

労
仙
総
支
部
は
、
各
分
会
代
表

者
と
共
に
犠
牲
者
を
悼
み
献
花

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
・

小
池
業
務
部
長
、
地
方
本
部
・

中
島
副
委
員
長
も
セ
ン
タ
ー
内

見
学
後
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

二
年
前
の
８
月
22
日
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｋ
社
員
の
方
の
労
災
死
亡
事
故
か
ら
二
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
私
た
ち
国
労
仙
総
支
部
は
、
二
年
前
の
痛
ま
し
い
死
亡
事
故
を
忘

れ
な
い
た
め
、
ま
た
、
「
安
全
と
は
」
と
い
う
事
を
お
互
い
に
確
認
し
合
う
た
め

に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
含
め
た
学
習
会
を
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
北
事
務

所
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
に
は
、
本
部
か
ら
小
池
業
務
部
長

が
参
加
し
、
情
勢
報
告
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
提
起
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
本
部
か
ら
中
島
副
委
員
長
、
佐
藤
執
行
委
員
も
あ
わ
せ
て
参
加
し
、
中

島
副
委
員
長
か
ら
こ
の
間
の
地
方
本
部
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
・
提

起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

尚
、
こ
の
学
習
会
に
先
立
ち
、
『
国
鉄
労
働
組
合
』
と
し
て
小
池
業
務
部
長
を

は
じ
め
と
し
た
四
名
が
、
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
内
を
見
学
し
て
い
ま
す
。
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を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
反
核
・
平
和
の
火
の
リ
レ
ー

が
８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
仙
台
市
、
多
賀

城
市
、
塩
釜
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
で
は
、
６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
開
催
時
期
に
宮
城
県

内
陸
地
震
が
発
生
し
た
た
め
、
こ
の
日
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
当
支
部
か
ら
二
日
間
に

わ
た
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
七
名
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

９
月
９
日
に
、
福
知
山
線
脱
線
事
故
で
、
兵

庫
県
警
尻
崎
東
署
捜
査
本
部
が
、
JR
西
日
本

の
山
崎
正
男
社
長
ら
10
人
を
書
類
送
検
し
ま

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
各
紙
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

社
長
ら
５
人
は
自
動
列
車
停
止
装
置
（
Ａ
Ｔ

Ｓ
）
設
置
を
怠
っ
た
と
し
て
起
訴
を
前
提
と

し
た
「
厳
重
処
分
」
に
次
ぐ
「
相
当
処
分
」
、

高
見
隆
二
運
転
士
は
死
亡
し
て
お
り
、
他
の

４
人
と
共
に
起
訴
を
求
め
な
い
「
し
か
る
べ

く
処
置
」
の
意
見
を
つ
け
て
書
類
送
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
に
鉄
道
事
故
で
経
営
ト
ッ
プ

が
書
類
送
検
さ
れ
る
の
は
異
例
の
取
り
扱
い

で
す
。
９
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
情
聴
取
に

「
事
故
は
予
見
で
き
な
か
っ
た
」
と
過
失
を

否
定
し
て
き
ま
し
た
。
神
戸
地
検
は
、
JR
西

日
本
の
安
全
管
理
の
あ
り
方
を
詳
し
く
調
べ
、

年
内
に
も
起
訴
の
可
否
を
判
断
す
る
方
針
だ

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
態
に
、
日
本
経
済
新
聞
は
「
鉄
道

会
社
に
戸
惑
い
」
と
報
道
し
て
い
る
よ
う
に
、

単
に
JR
西
日
本
の
問
題
だ
け
に
済
ま
さ
れ
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
、
JR
各
社

の
安
全
輸
送
確
立
に
向
け
た
安
全
管
理
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
国
労
東
日
本
部
電
送
よ
り
）

９
月
９
日
に
、
国
労
東
日
本

本
部
は
、
中
央
労
働
委
員
会
に

対
し
「
あ
っ
せ
ん
申
請
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

中
央
労
働
委
員
会
へ
の
「
あ
っ

せ
ん
申
請
書
」
の
提
出
に
は
、

組
合
側
か
ら
伊
藤
委
員
長
、
高

野
書
記
長
、
山
根
法
対
部
長
、

伊
藤
教
宣
部
長
及
び
武
笠
調
査

部
長
が
同
席
し
ま
し
た
。

中
央
労
働
委
員
会
か
ら
は
、
妹

尾
吉
洋
事
務
局
長
、
黒
田
正
彦

調
査
第
二
課
長
ら
が
同
席
し
、

対
応
し
ま
し
た
。

中
央
労
働
委
員
会
に
対
し
、

求
め
た
「
あ
っ
せ
ん
事
項
」
は
、

次
の
通
り
で
す
。

会
社
は
、
各
現
業
機
関
の
管

理
者
等
で
組
合
員
資
格
の
あ
る

も
の
に
つ
い
て
、
人
事
・
労
務

管
理
へ
の
関
わ
り
方
を
見
直
す

等
に
よ
り
、
各
現
業
機
関
に
お

け
る
公
平
・
公
正
な
人
事
・
労

務
管
理
を
適
切
に
行
う
事
及
び

労
働
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

の
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
。

（
国
労
東
日
本
電
送
よ
り
）

８
月
10
日
に
塩
釜
地

区
平
和
労
組
会
議
第
十

二
回
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
支
部
原

子
書
記
長
が
、
こ
れ
ま

で
の
連
帯
・
共
闘
の
御

礼
と
、
JR
不
採
用
問
題

の
報
告
集
会
を
塩
釜
地

区
で
も
開
催
す
る
よ
う

に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

平
和
労
組
か
ら
は
、

10
月
７
日
に
集
会
を
開

催
し
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。


